
建築とアルミ
［特集］

I n t e r v i ew

現代美術作家

ヤノベケンジさん

アルミのある風景

モバイルブリッジ

アルミの話

戦後 70年の時を経て、
さらなる新しい時代を作る
アルミ合金。

ALUMI-AGE

2014
Autumn 
No.180 
Japan 

Aluminium 
Association

No.180



Aluminium for
Architecture

建築とアルミ特集
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参考文献：『アルミニウムの空間』（石田保夫、畔柳昭雄、飯嶋俊比古編、新建築社刊）、『アルミニウム　建築構造設計』
（飯嶋俊比古著、鹿島出版会刊）、『AL建 第40号』（アルミニウム建築構造協議会刊）
画像協力：PIXTA

日本最大級のアルミ構造建築。
金沢駅もてなしドーム

軽くて強いアルミ合金が建築に使われはじめたのは
1904年にウイーンに作られたオットー・ワーグナー作の
郵便貯金局にさかのぼります。
この時は内装や庇

ひさし

、彫像などの装飾的な使用に留まりましたが
現在では内装や装飾はもちろん、建築構造にまで使用されています。
建築界でアルミ合金が使用されて110年。
アルミ合金と建築の歴史とこれからを探ります。
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ア
ル
ミ
合
金
が
変
え
た

建
築
の
世
界

　

工
業
化
さ
れ
た
ア
ル
ミ
合
金
が
建
築

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
1
9 

0
4
年
の
こ
と
で
す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
建
築
家
、
オ
ッ
ト
ー
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

の
手
に
よ
る
『
ウ
イ
ー
ン
郵
便
貯
金

局
』
が
建
設
さ
れ
た
際
、
外
壁
を
と
め

る
ボ
ル
ト
キ
ャ
ッ
プ
、
玄
関
の
庇
、
温

風
吹
き
出
し
口
、
手
す
り
、
柱
カ
バ
ー
、

照
明
器
具
、
屋
上
な
ど
多
く
の
装
飾
に

ア
ル
ミ
合
金
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
軽
く
て
丈
夫
な
ア
ル
ミ
合

金
は
飛
行
船
や
航
空
機
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
可
能
性
に
目
を
つ
け

た
の
が
ア
メ
リ
カ
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

建
築
家
の
バ
ッ
ク
ミ
ン
ス
タ
ー
・

フ
ラ
ー
で
す
。『
ダ
イ
マ
キ
シ
オ
ン
・

ハ
ウ
ス
』（
1
9
2
9
年
）
は
、
外
装

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
設
備
機
器
に
ま

で
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
（
ア
ル
ミ
合
金
の
一

種
）
を
使
い
ま
し
た
。
後
に
フ
ラ
ー
は

こ
の
モ
デ
ル
を
発
展
さ
せ
、
工
場
で
大

量
生
産
が
可
能
な
『
ウ
ィ
チ
タ
・
ハ
ウ

ス
』（
1
9
4
5
年
）
を
完
成
、
後
の

建
築
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

現
存
す
る
日
本
最
古
の
ア
ル
ミ
構
造

建
築
は
、
埼
玉
県
坂
戸
市
に
あ
る
龍
り
ゅ
う

護ご

山さ
ん

大だ
い

智ち

寺じ

で
す
。
そ
も
そ
も
大
智
寺
は

1
2
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
古
刹
。
本

堂
は
木
造
茅
葺
屋
根
の
立
派
な
建
物
で

し
た
が
、
1
9
5
7
年
の
落
雷
に
よ
っ

て
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
建
て
直

す
際
、
森
深
い
立
地
の
敷
地
に
大
型
重

機
を
入
れ
る
こ
と
が
不
可
能
で
し
た
。

そ
こ
で
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
人
力
で
運

べ
る
ア
ル
ミ
合
金
に
よ
る
単
管
シ
ェ
ル

構
造
で
す
。
溝
が
切
ら
れ
た
部
品
に
、

パ
イ
プ
を
は
め
込
む
た
め
に
溶
接
を
必

要
と
し
な
い
『
嵌か
ん

合ご
う

式
集
中
ジ
ョ
イ
ン

ト
』
と
い
う
接
合
方
法
も
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
後
の
「
嵌
め
合
い
接
合

に
よ
る
ア
ル
ミ
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ス
」
の

仕
組
み
と
し
て
広
く
採
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
当
時
、
ア
ル
ミ
合
金
は

建
築
基
準
法
令
上
、
柱
や
梁
な
ど
の
構

造
部
材
と
し
て
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て

お
ら
ず
実
験
や
協
議
を
重
ね
て
大
臣
認

定
を
取
得
す
る
な
ど
、
大
変
な
努
力
の

末
に
本
堂
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
完
成
以
来
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
人
も
こ
の
ア
ル
ミ

の
お
寺
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
様
で
す
」
と
副
住
職
の
奥
様
で
あ

る
大
塚
哲
子
さ
ん
。
本
堂
の
姿
は
斬
新

で
す
が
、
今
も
な
お
「
ア
ル
ミ
の
お
寺
」

と
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
、
2
0
1
5
年
に
北
陸

新
幹
線
が
開
通
す
る
こ
と
で
注
目
が
集

ま
る
J
R
金
沢
駅
。
東
口
広
場
に
あ
る

Aluminium for Architecture

建築とアルミ

『ウイーン郵便貯金局』外観。
写真提供：オーストリア政府観光局／Kneidinger大智寺内部。

郵便貯金局は現在も使用されている。
写真提供：オーストリア政府観光局／Trumler

『ダイマキシオン・ハウス』　写真提供：Michael Barera

高さ15mもある大智寺の外観。 美しいアルミ同士の接合部分。
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い
て
は
鉄
の
よ
う
に
塗
装
し
直
す
必
要

も
な
い
で
す
し
、
長
期
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
考
え
る
と
き
に
は
非
常
に
優
れ
た

素
材
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
個
人

の
意
見
で
言
え
ば
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な

場
面
で
ア
ル
ミ
を
活
用
し
て
い
け
ば
い

い
と
思
い
ま
す
ね
」

比
較
的
新
し
い

構
造
材
料
と
し
て
の
ア
ル
ミ
合
金

　

ア
ル
ミ
合
金
が
建
築
の
構
造
材
料
と

し
て
法
的
に
認
可
さ
れ
た
の
は
2
0 

0
2
年
で
す
。
そ
れ
ま
で
、
構
造
と
し

て
使
用
す
る
場
合
は
、『
旧
建
築
基
準

法
38
条
』
に
よ
る
大
臣
認
定
を
取
る
必

要
が
あ
り
、
建
築
家
が
使
用
し
た
い
と

思
っ
て
も
複
雑
な
作
業
や
申
請
が
必
要

な
た
め
に
時
間
や
コ
ス
ト
が
か
か
り
、

敬
遠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ア
ル
ミ
合
金
は
強
く
、
軽

量
、
耐
食
性
、
施
工
性
、
加
工
性
な
ど

多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

押
出
形
材
に
代
表
さ
れ
る
加
工
性
の
良

さ
は
建
築
業
界
に
と
っ
て
も
魅
力
の
ひ

と
つ
で
す
。
建
築
業
界
で
も
ア
ル
ミ
合

金
へ
の
期
待
か
ら
、
業
界
全
体
が
動
き

始
め
ま
す
。
2
0
0
2
年
、『
建
築
基

準
法 

国
土
交
通
省
告
示
4
0
8
〜
4 

1
0
号
』
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

公
布
に
よ
り
、
ア
ル
ミ
合
金
は
建
築
の

構
造
材
料
と
し
て
法
的
に
認
可
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

建
築
に
お
け
る
ア
ル
ミ
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
の
課
題

　

ア
ル
ミ
合
金
を
使
用
し
た
数
々
の
建

築
に
構
造
設
計
家
と
し
て
関
わ
っ
た

飯
島
建
築
事
務
所
の
飯
嶋
俊
比
古
さ
ん

に
、
ア
ル
ミ
を
使
っ
た
建
築
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
建
築
基
準
法
で
建
築
構
造
材
と
し
て

認
可
さ
れ
た
2
0
0
2
年
以
降
、
伊
東

豊
雄
さ
ん
、
山
本
理
顕
さ
ん
、
難
波

和
彦
さ
ん
な
ど
著
名
な
建
築
家
た
ち
が

ア
ル
ミ
合
金
を
使
用
し
た
建
築
を
作
り
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
当
時
の
建

築
家
に
と
っ
て
ア
ル
ミ
素
材
は
、
新
し

い
構
想
で
空
間
や
構
造
を
作
る
こ
と
の

で
き
る
大
変
魅
力
的
な
素
材
だ
っ
た
ん

で
す
ね
」

『
も
て
な
し
ド
ー
ム
』（
2
0
0
5
年
）

は
開
放
感
の
あ
ふ
れ
る
空
間
で
す
。
ガ

ラ
ス
が
取
り
付
け
ら
れ
た
天
井
か
ら
は
、

日
中
は
太
陽
光
が
降
り
注
ぎ
、
照
明
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
周
囲
に

あ
る
バ
ス
の
乗
降
車
場
の
屋
根
の
上
に

は
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
を
置
い
て
発
電
し

て
い
る
と
て
も
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
建
物

で
す
。
も
て
な
し
ド
ー
ム
の
構
造
形
式

は
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
立
体
ト
ラ
ス

と
高
強
度
引
張
材
と
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
な
る
複
合
構
造
」。
幅
79
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
60
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
30
メ
ー
ト
ル

の
日
本
最
大
級
の
ア
ル
ミ
構
造
建
築
物

で
す
。

「
も
は
や
金
沢
の
顔
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
、
金
沢
市
土
木
局
担
当
部
長
、

道
路
管
理
課
長
の
中
川
富
喜
さ
ん
は
言

い
ま
す
。「
金
沢
の
玄
関
口
と
い
う
こ

と
で
、
当
初
は
伝
統
的
な
デ
ザ
イ
ン
も

検
討
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
21
世
紀

と
い
う
新
し
い
時
代
の
象
徴
と
な
る
よ

う
な
も
の
を
作
ろ
う
と
、
最
終
的
に
ア

ル
ミ
構
造
建
築
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
に

決
ま
り
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
の
イ
ン
パ
ク
ト

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
人
た
ち
が
、
金
沢
の
多

雨
多
雪
の
気
象
環
境
で
も
快
適
に
空
間

利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
、
ガ
ラ
ス

と
ア
ル
ミ
部
材
を
用
い
た
大
屋
根
と
壁

で
開
放
的
な
空
間
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
旅
行
雑
誌
が
「
世
界
で
最

も
美
し
い
駅
」
の
ひ
と
つ
に
数
え
る
な

ど
、
今
や
も
て
な
し
ド
ー
ム
は
世
界
中

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
ア
ル
ミ
は
腐
食
に
強
い
し
、
軽
く
て

丈
夫
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
う
意
味
で
も
大
変
優

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
に
つ

SUSタイランド工場
アルミ構造材の設計開発を手がけるSUS。

タイにある工場の外壁全体がアルミ可動ルーバーにより構成されている。
ウォールレス化した工場は、工場内の空気の循環が自然に行われる。

写真提供：SUS株式会社

木材とアルミ合金の融和が美しいもてなしドーム。
写真提供：金沢市

金沢市土木局担当部長、
道路管理課長の
中川富喜さん

上から見ると、三味線のばちの
ような形のもてなしドーム。
写真提供：金沢市
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し
た
ア
ル
ミ
資
材
を
用
い
、
積
極
的
に

ア
ル
ミ
建
築
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
に
あ
る
自
社
工
場
（
P
7
参
照
）

は
、
巨
大
電
動
ア
ル
ミ
ル
ー
バ
ー
を
用

い
た
世
界
初
の
「
ウ
ォ
ー
ル
レ
ス
（
壁

ナ
シ
）
工
場
」
で
す
。
工
場
内
で
発
生

し
た
熱
を
外
へ
放
出
し
、
外
気
を
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
工
場
の
側
面
壁
に

電
気
制
御
で
可
動
す
る
ア
ル
ミ
製
ル
ー

バ
ー
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
外
気
や
太
陽
光
の
照
射
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
暑
い
タ
イ
の
工
場
内
で
も

1
年
を
通
し
て
快
適
な
室
内
環
境
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
工

場
で
す
。
ま
た
、
同
社
で
は
部
屋
数
や

構
成
を
考
え
な
が
ら
、
環
境
変
化
に
対

応
し
て
い
く
居
住
ユ
ニ
ッ
ト
『
t²
』
も

開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
動
く
、
変

化
す
る
」
と
い
う
新
し
い
建
築
概
念
を

実
現
す
る
試
み
で
す
。
単
独
で
の
使
用

は
も
ち
ろ
ん
、
集
合
さ
せ
る
こ
と
で
戸

建
て
住
宅
か
ら
集
合
住
宅
ま
で
展
開
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
建
築
概
念
を
飛
び
越
え
た

新
し
い
建
築
が
ア
ル
ミ
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
誕
生
し
て
い
ま
す
。

建
築
の
世
界
で
ア
ル
ミ
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
く
べ
き
か

　

鉄
や
木
材
と
比
較
し
て
、
ア
ル
ミ
合

金
の
利
点
の
一
つ
に
リ
サ
イ
ク
ル
（
再

資
源
化
）
と
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
で

き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
飯
嶋
さ

ん
は
「
リ
ユ
ー
ス
に
は
さ
ら
に
可
能
性

が
あ
る
」
と
言
い
ま
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
た
め
に
は
ア
ル

ミ
を
溶
か
し
、
ま
た
ア
ル
ミ
を
作
る
た

め
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
し
か
し
、
建

物
を
解
体
し
、
ア
ル
ミ
資
材
を
ス
ト
ッ

ク
し
て
再
利
用
す
れ
ば
コ
ス
ト
は
そ
れ

ほ
ど
か
か
ら
な
い
。
た
と
え
ば
古
民
家

で
使
わ
れ
て
い
る
立
派
な
梁
は
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
は
長
く
置
い
て
お
い
て
も
、
さ

び
た
り
、
傷
ん
だ
り
し
ま
せ
ん
。
リ
ユ

ー
ス
で
何
回
で
も
使
え
る
よ
う
環
境
が

整
え
ば
い
い
で
す
ね
。
再
利
用
が
普
及

す
れ
ば
価
格
面
で
も
木
や
鉄
よ
り
も
優

位
に
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
」

　

今
後
、
ア
ル
ミ
は
建
築
界
で
ど
の
よ

建築とアルミ
　

現
在
、
多
く
の
建
築
家
が
ア
ル
ミ
の

可
能
性
を
広
げ
、
ア
ル
ミ
合
金
は
建
築

の
現
場
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
飯
嶋
さ
ん
は

新
た
な
環
境
作
り
が
必
要
と
言
い
ま
す
。

「
今
後
、
ア
ル
ミ
建
築
を
さ
ら
に
普
及

さ
せ
る
に
は
、
ア
ル
ミ
資
材
を
利
用
し

や
す
い
環
境
作
り
が
最
優
先
で
す
。
実

は
、
建
築
で
使
え
る
ア
ル
ミ
の
押
出
形

材
に
関
す
る
情
報
は
非
常
に
乏
し
い
の

が
現
状
な
ん
で
す
。
日
常
的
に
入
手
可

能
な
標
準
形
材
の
情
報
、
新
規
に
押
出

形
材
を
制
作
す
る
コ
ス
ト
や
納
期
な
ど

の
情
報
が
揃
え
ば
、
建
築
家
も
使
い
や

す
い
。
鉄
は
J
I
S
規
格
鋼
材
で
規
格

化
さ
れ
、
建
築
家
が
非
常
に
選
び
や
す

い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
鉄
鋼
材
の
よ
う

な
環
境
作
り
を
ア
ル
ミ
業
界
全
体
で
や

れ
ば
、
さ
ら
に
い
ろ
ん
な
建
築
家
が
参

入
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
建
築
が
生
ま
れ

る
で
し
ょ
う
ね
」

　

ア
ル
ミ
を
用
い
て
、
建
築
向
け
の
部

材
、
建
材
な
ど
を
製
作
し
て
い
る

S
U
S
株
式
会
社
で
は
、
自
社
で
生
産

日本のアルミ

名作建築
アルミ合金が使われている
身近な建築を集めました。

towerstation
building

規格化しストック、使用後にリユースする
ことにより建築界でのアルミ使用は大きく
伸びる可能性があると飯嶋さんは指摘する。

エレベーターシャフト、カーテンウォール、
展望デッキ、展望回廊上部外壁にアルミ接
着ハニカムパネルを採用。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
東
京
）

南北ドームのエントランス大庇の屋根材と
してアルミハニカムパネルを採用。また駅
舎窓枠も着色したアルミを使用している。

東
京
駅
（
東
京
）

stadium

アルミニウム折板開閉式ドーム屋根を備え
たスタジアム。局面屋根にもアルミを使用。
屋根は低光沢処理し、周辺環境にも配慮。

ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
（
兵
庫
）

全面に「ACW（アルミカーテンウォール）を
採用。高い耐風圧性能、水密性能、面内・面
外変形性能を実現している。

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
（
大
阪
）

building

建物全体を覆うアルミシェードは、未来へ
向かう伸びゆく形をオリジナルデザインの
「未来唐草」で構成。

資
生
堂
銀
座
ビ
ル
（
東
京
）

リサイクル

サイズや形の規格化 アルミ建築資材の使用 ストック化 リユース（再利用）

株式会社飯島建築事務所
飯嶋俊比古さん

う
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

「
ア
ル
ミ
だ
け
で
高
層
ビ
ル
を
建
て
よ

う
と
か
、
オ
ー
ル
ア
ル
ミ
の
家
を
作
る

と
い
う
方
向
で
は
な
く
、
ア
ル
ミ
の
特

性
に
合
っ
た
用
途
を
開
拓
す
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
サ
ッ
シ
や
カ

ー
ポ
ー
ト
、
手
す
り
な
ど
は
木
や
鉄
よ

り
も
ア
ル
ミ
の
方
が
普
及
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
な
ぜ
鉄
か
ら
置
き
換
え
ら
れ

た
か
と
い
う
と
、
軽
く
て
丈
夫
だ
と
い

う
点
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
ら
が
『
工

業
製
品
』
だ
か
ら
な
ん
で
す
ね
。
ア
ル

ミ
は
大
量
に
生
産
す
れ
ば
、
低
価
格
で

提
供
で
き
る
。
こ
れ
も
ア
ル
ミ
の
特
性

の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も

日
本
の
木
造
建
築
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化

（
一
定
の
基
準
に
則
し
て
作
ら
れ
た
規

格
部
品
や
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
）
さ
れ
て
い

る
。
す
で
に
、
そ
う
い
う
文
化
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
ア
ル
ミ
資
材
が
入

り
込
め
ば
、
建
築
に
お
け
る
ア
ル
ミ
の

可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
」

　

ア
ル
ミ
合
金
が
建
築
に
使
わ
れ
は
じ

め
て
1
1
0
年
。
当
時
は
装
飾
の
一
部

に
使
わ
れ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
も
は

や
身
近
な
素
材
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
も
ア
ル
ミ
の
普
及
に
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

環境変化に対応していく居住ユニット『t²』を用いたSUS静岡事業所実験棟。
新しいアルミ建築の可能性を秘めている。

写真提供：SUS株式会社

©TOKYO SKYTREE©JR EAST©Kobe Wing Stadium ©Abenoharukas ©shiseido
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ヤノベケンジさんの
作品の根底には
子供の頃に遊んだ
万博公園の廃墟が
横たわっていた。
「未来の廃墟」を
どうやって生

サ バ イ バ ル

き抜くか。
やがて新世紀を迎え
テーマが「リバイバル」に
変化したとき、傍らには
アルミニウムがありました。

text by ALUMI AGE
photographs by Narita Naoshige

　

ユ
ー
モ
ア
と
シ
ニ
カ
ル
。
そ
の
両
方

の
視
線
で
、
時
代
を
見
つ
め
壮
大
な
ス

ケ
ー
ル
で
作
品
を
発
表
す
る
現
代
美
術

作
家
・
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
さ
ん
。
作
品
の

根
底
に
は
、
幼
少
期
に
遊
び
場
と
し
て

過
ご
し
た
大
阪
万
博
跡
地
か
ら
得
た

「
未
来
の
廃
墟
」
が
流
れ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
新
世
紀
に
入
り
、
ヤ
ノ
ベ
さ

ん
の
作
品
テ
ー
マ
が
「
サ
バ
イ
バ
ル
」

か
ら
「
リ
バ
イ
バ
ル
」
へ
と
大
き
く
変

わ
っ
た
時
、
新
し
い
素
材
と
し
て
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
を
使
い
始
め
た
と
い
い
ま
す
。

ヤ
ノ
ベ
さ
ん
に
作
品
と
素
材
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
し
た
。

「
わ
び
さ
び
」
の
あ
る
金
属

　

僕
た
ち
の
世
代
の
多
く
に
は
、
世
紀

末
思
想
が
あ
り
ま
し
た
。
1
9
9
0
年

初
頭
か
ら
「
次
の
未
来
を
ど
う
見
守
っ

て
い
く
か
」
と
い
う
「
サ
バ
イ
バ
ル
」

を
テ
ー
マ
に
作
品
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
1
9
9
9
年
に
世
界
は
滅
び
ず
、

そ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
が
無
効
に
な
り
ま

し
た
。
2
0
0
0
年
に
子
供
が
生
ま
れ
、

そ
の
子
が
つ
か
ま
り
立
ち
を
す
る
く
ら

い
の
年
齢
に
『
ビ
バ
・
リ
バ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

：

ス
タ
ン
ダ
』（
P

12
、
右
上
）

と
い
う
作
品
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
が
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
使
っ
た
最
初
の

作
品
で
す
ね
。
21
世
紀
を
迎
え
る
に
あ

現
代
美
術
作
家

A
rtist

ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ

さ
ん

京都造形芸術大学にある
ジャイアント・トらやんの前で。
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た
っ
て
作
っ
た
、
僕
の
記
念
碑
的
な
作

品
で
す
。
ア
ル
ミ
合
金
製
ボ
デ
ィ
の

『
ス
タ
ン
ダ
』
は
、
油
圧
で
ゆ
っ
く
り

と
立
ち
上
が
り
ま
す
。
2
本
足
で
立
ち

上
が
る
こ
と
は
、
人
間
の
成
長
段
階
で

大
き
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
ま
す
し
、
生

物
の
進
化
の
過
程
で
も
2
本
足
歩
行
は

と
て
も
大
切
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
を

組
み
合
わ
せ
、
新
し
い
時
代
を
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
テ
ー

マ
も
「
サ
バ
イ
バ
ル
」
か
ら
「
リ
バ
イ

バ
ル
」
に
変
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

設
計
段
階
で
3
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き

な
人
形
を
立
ち
上
が
ら
せ
る
の
は
構
造

的
に
難
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
空
気

で
風
船
を
膨
ら
ま
せ
て
立
ち
上
げ
る
構

造
で
あ
れ
ば
可
能
だ
と
言
わ
れ
た
の
で

ウ
ム
は
素
材
感
が
読
み
取
り
に
く
い
点

が
お
も
し
ろ
い
。（
作
者
の
）
手
の
痕

や
作
品
と
し
て
の
風
合
い
を
残
し
な
が

ら
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
5
年
に
発
表
し
た
7
・
2
メ

ー
ト
ル
も
あ
る
『
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ト

ら
や
ん
』
も
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
で
き
て

い
ま
す
。
子
供
の
命
令
に
の
み
従
い
、

歌
っ
て
踊
り
、
火
を
噴
く
子
供
の
夢
の

最
終
兵
器
で
す
。
金
沢
21
世
紀
美
術
館

に
半
年
間
滞
在
し
て
、
地
元
の
人
と
共

に
制
作
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
職
人

的
な
難
し
さ
を
省
い
た
制
作
プ
ロ
セ
ス

を
考
え
た
と
き
、
扱
い
や
す
い
素
材
と

し
て
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
選
択
し
ま
し
た
。

ま
ず
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
形
を
作
り
、

F
R
P
で
成
型
し
、
そ
の
上
に
ア
ル
ミ

す
け
れ
ど
、
や
は
り
「
新
し
い
世
紀
の

幕
開
け
」
と
な
る
作
品
な
ら
ば
、
き
ち

ん
と
関
節
構
造
で
立
ち
上
が
ら
せ
た
い
。

最
終
的
に
油
圧
を
使
っ
て
立
ち
上
が
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は

「
強
度
を
保
ち
な
が
ら
、
軽
量
化
が
必

要
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
使
う
以
外
に
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
ね
。
F
R
P
（
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
だ
と
、
遊
園
地
の
遊

具
の
よ
う
な
安
っ
ぽ
さ
が
出
て
し
ま
う
。

　

僕
の
中
に
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
は
材

質
的
に
も
「
新
し
い
時
代
の
素
材
」
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
使

う
と
、
金
属
な
の
に
柔
ら
か
く
温
か
い

肌
合
い
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

彫
刻
的
な
発
想
で
言
え
ば
、
ア
ル
ミ
ニ

ニ
ウ
ム
の
板
を
叩
い
て
形
を
作
り
、
最

後
に
飛
行
機
の
機
体
を
作
る
よ
う
に
リ

ベ
ッ
ト
止
め
を
施
し
ま
し
た
。
僕
の
幼

少
の
頃
に
見
て
い
た
『
鉄
人
28
号
』
の

無
骨
な
工
業
製
品
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
な
ん
だ
け
ど
、
ど
こ
か
神
々

し
い
。
あ
る
種
大
仏
を
作
る
よ
う
な
気

持
ち
で
、
子
供
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
っ
た
。
こ
れ
、
火
も
吹
く
ん
で
す
よ

（
笑
）。

　

今
は
京
都
造
形
芸
術
大
学
に
置
い
て

あ
る
ん
で
す
が
、
10
年
近
く
経
ち
、
表

面
が
酸
化
し
て
い
い
感
じ
に
な
っ
て
い

る
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
金
属
な
の
に
、

ど
こ
か
「
わ
び
さ
び
」
が
あ
る
お
も
し

ろ
い
金
属
な
ん
で
す
よ
ね
。

1／《ビバ・リバ・プロジェクト：スタンダ》
2／火を吹く《ジャイアント・トらやん》
3／ヤノベさんの制作風景
4／《ラッキードラゴン》

1

2

3

4

やのべ・けんじ　1965年大阪生ま
れ。1990年初頭より、「現代社会に
おけるサバイバル」をテーマに実機
能のある大型機械彫刻を制作。ユ
ーモラスな形態に社会的メッセー
ジを込めた作品群は国内外で評価
が高い。2011年震災後、希望のモ
ニュメント《サン・チャイルド》を国
内外で巡回。2013年『瀬戸内国際
芸術祭2013』、『あいちトリエンナ
ーレ2013』に出展。

神々しい
ジャイアント・トらやん
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橋になる
アルミ

日
本
に
は
お
よ
そ
70
万
の
橋
が
あ

る
。
日
本
は
地
震
、
台
風
、
集

中
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
多
い
国
だ
。

大
き
な
台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
あ
ち

こ
ち
で
氾
濫
し
た
河
川
や
山
崩
れ
の

痛
々
し
い
様
子
が
映
し
出
さ
れ
る
。
集

中
豪
雨
な
ど
で
橋
が
流
さ
れ
て
し
ま
う

と
、
救
助
活
動
の
妨
げ
や
復
旧
に
も
多

く
の
時
間
が
必
要
と
な
る
。
地
球
温
暖

化
の
影
響
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど

の
集
中
豪
雨
が
日
本
各
地
で
降
る
よ
う

に
な
り
、
今
後
も
自
然
災
害
は
増
え
て

い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
災
害
現
場
の
風
景
を
一
変
さ
せ
る
予

感
が
す
る
の
が
、
ア
ル
ミ
合
金
製
の
折

り
た
た
め
る
橋
「
モ
バ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ

（
M
B
2
）」
だ
。
開
発
し
た
の
は
広
島

大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
・
土
木
構
造

工
学
研
究
室
の
有
尾
一
郎
助
教
（
共
同

実
験
と
製
作
は
一
般
社
団
法
人
日
本
建

設
機
械
施
工
協
会
施
工
技
術
総
合
研
究

所
、
星
軽
金
属
工
業
株
式
会
社
、
株
式

会
社
ア
カ
シ
ン
、
三
協
立
山
株
式
会
社

三
協
マ
テ
リ
ア
ル
社
と
産
学
共
同
開

発
）。
モ
ノ
が
壊
れ
る
基
礎
研
究
か
ら

宇
宙
空
間
で
必
須
の
展
開
構
造
物
を
研

究
し
て
い
た
有
尾
さ
ん
は
、
子
供
が
遊

ぶ
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
を
見
て
、
主
要
な

構
造
部
材
を
X
形
で
連
鎖
さ
せ
、
伸
縮

機
能
と
強
度
を
確
保
し
た
新
し
い
タ
イ

プ
の
橋
を
思
い
つ
い
た
。

「
橋
梁
そ
の
も
の
を
折
り
た
た
ん
で
現

場
に
運
搬
し
、
展
開
す
る
と
全
長
は
約

20
メ
ー
ト
ル
。
ア
ル
ミ
な
の
で
軽
く
、

架
橋
に
必
要
な
作
業
員
は
2
名
程
度
で

10
〜
15
分
ほ
ど
で
架
け
る
こ
と
が
で
き
、

車
両
の
通
行
が
可
能
で
す
。
M
B
2
は

油
圧
で
稼
働
し
ま
す
が
、
将
来
的
に
は

バ
ッ
テ
リ
ー
で
動
か
せ
る
よ
う
に
で
き

た
ら
」
と
有
尾
さ
ん
は
語
る
。

　
こ
の
橋
を
各
自
治
体
に
設
置
す
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
復
旧
と
比
べ
大
幅
に
時
間

短
縮
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。「
災
害

時
は
ス
ピ
ー
ド
が
命
で
す
。
こ
の
橋
で

救
え
る
命
が
あ
る
ん
で
す
」
と
有
尾
さ

ん
は
モ
バ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
へ
の
期
待
を

寄
せ
る
。
こ
の
橋
は
日
本
だ
け
で
は
な

く
、
世
界
中
で
求
め
ら
れ
る
設
備
で
あ

り
、
知
恵
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

災
害
時
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧
や
被
災
者
救
助
に
期
待
が
高
ま
る
モ
バ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
。
写
真
提
供 

施
工
技
術
総
合
研
究
所
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ア
ル
ミ
の
あ
る
風
景

モ
バ
イ
ル
ブ
リ
ッ
ジ
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宮崎駿監督の長編アニメーション『風
立ちぬ』（2013年公開）は、零式艦上
戦闘機（零戦）の設計主務者・堀越

二郎の挑戦と苦悩を描いた物語だ。『風立ち
ぬ』にはジュラルミンボディの戦闘機が登場
する。堀越二郎は、技術者であることと、戦争
で人を殺す事になる兵器を作ることの中、葛
藤を抱く。しかし、ただ純粋に技術者として高
性能戦闘機を作り続けた。
　映画の中で、部品が木箱に大切に梱包され
て届くシーンがある。この部品に使われたの
が、当時のジュラルミン強度を凌駕した「超超
ジュラルミン（ESD）」だ。ESDは1936年に住
友金属工業株式会社の軽金属研究陣に所属
していた五十嵐勇博士らが海軍航空技術廠の
要請で開発したジュラルミン。負荷がかかる
主翼主桁の材料として使用するため「軽くて
強い」という矛盾した金属素材を求めていた
堀越にとって、ESDは零戦の完成に必要なも
のだった。堀越は翼の中央部にESDの押出形
材を使用し、機体の軽量化と強度確保を実現
した。
　零戦は、連合軍にとって非常に厄介な存在
だったようだ。「ゼロファイター」の名で恐れら
れた。なぜ零戦は恐れられたのか。それは速さ
と飛行距離だ。ジュラルミンを採用した結果、
大幅な軽量化に成功し
た零戦の自重

は1.68トン。同時期に戦ったアメ
リカ軍のカーチスP40、グラマン
F4Fよりも1トンも軽い。この結
果抜群の上昇力を誇り、最大飛行
距離は3000キロに及んだ。一時
は「雷雲とゼロに遭
遇した場合は、回
避行動を認める」
とアメリカ軍が通
達したという。日本の敗戦によって
戦争が終わり、日本軍はすべての戦
闘機を手放すこととなった。しかし、今もなお
五十嵐博士が開発したESDは世界中の航空
宇宙分野に貢献している。
　現在、経済産業省は輸送機器の抜本的な
軽量化に向け、ESDよりも強度特性を飛躍的
に向上させた「超超超ジュラルミン」を開発す
るプロジェクトを官民一体となって発足させ
た。ESDは戦争という哀しい歴史から生まれ

た背景を持つが、「超超超ジュラルミン」
は、さらなる新しい時代を作るアルミ
合金となるだろう。現代の五十嵐勇が
日々研究を重ね、その完成を現代の
堀越二郎が待っているはずだ。

戦後 7 0 年の時を経て、
さらなる新しい時代を作る

アルミ合金。

戦後 7 0 年の時を経て、
さらなる新しい時代を作る

アルミ合金。
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